
　まずは県庁内からスタート 
　　――そして「SDGs 未来都市」に選定

　まずは令和2年 4月に県庁内に「埼玉県SDGs 庁
内推進本部」を設置しました。本部長に知事、副本部
長に副知事、そのほか特別職、各部局長等で構成され
ており、部局横断で全庁一丸となって埼玉版SDGsを
推進していくことを決定しました。
　この本部において、本県の特性を生かした埼玉版
SDGsを推進する上での重点テーマを2つ設定しました。

　埼玉県では、令和2年度から「埼玉版SDGs」を推進しています。
　「埼玉版SDGs」とは、「誰一人取り残さない、持続可能な発展・
成長をする埼玉県づくり」を実現するため、　県民、企業・団体等、
市町村など多様なステークホルダーとの協働を通じて SDGs を推進
する取組です。今回はこれまでの取組とその内容について御紹介さ
せていただきます。

　令和2年度はこれらテーマごとの庁内部局横断型
ワーキングチームにより事業検討を行い、令和3年
度当初予算事業に結び付けました。
　また、テーマ「埼玉の豊かな水と緑を守り育む」の
ワーキングチームで検討した内容を基に、SDGs を
実現するポテンシャルの高い自治体を国が選定する
「SDGs未来都市」に提案を行いました。
　その結果、提案内容とこれまでの取組が評価され、
令和 3年 5月、令和 3年度「SDGs 未来都市」に選
定されました。
　これを機に、水と緑をイメージした埼玉版SDGsの
ロゴマークを作成したところです。（左図）
　埼玉版SDGsの積極的なPRと推進を行っていくこ
とで、地域経済や社会に貢献する好循環につなげてい
きたいと考えております。

　多様なステークホルダーとの連携の場 
　　―― 埼玉県SDGs 官民連携プラットフォーム

　次に、好循環の形成に向けて必要なことは、多様な
ステークホルダーの参画と連携です。
　埼玉県が事務局となり、令和3年 9月に官民連携
の場である「埼玉県SDGs官民連携プラットフォーム」
を設置しました。
　埼玉版SDGsの趣旨に賛同する、県内に本社または
事業所を有する企業・団体等であれば随時入会が可能
です。（行政機関も可能で、県内全63市町村が入会
済です。）
　令和4年 1月末現在の会員数は836者となってお
り多くの企業・団体等に御賛同いただいております。
　入会いただくことで、SDGsの最新情報が得られる
シンポジウムへの参加や、会員名簿を併せたメール
マガジンの月2～ 3回程度配信など、会員相互の交
流が可能となります。また、令和3年度には埼玉版
SDGsの重点テーマごとに２つの分科会を設置し、分
科会内に検討テーマごとの計8部会を設け、官民連
携での事業・課題検討を行っています。
　シンポジウムについては、令和2年10月にさいたま
文化センター大ホールで第1回を開催し、座席を1席
おきにするなど新型コロナウイルス感染症拡大防止対策
を万全に行い、500人を超える御参加をいただいたとこ

　１つは、豊かな自然と共生しながら持続的に発展す
る埼玉の実現を目指す「埼玉の豊かな水と緑を守り育
む」。もう1つはあらゆる主体が一体となって2030
年の社会を支える子ども・若者を育成していく「未来
を創る人材への投資」です。

ろです。
　その後は新型コロナウイルス感染症拡大の影響のた
め、WEBでの開催としており、令和3年5月に第2回、
令和4年2月3日に第 3回を開催したところ、多く
の御参加をいただきました。
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社内の業務風景

　SDGs プレイヤーの証 
　　――「埼玉県 SDGs パートナー」登録制度

　併せて、SDGsを広めるために SDGsを実践するプ
レイヤーを増やすことが必要です。
　令和2年 11月に自ら SDGsに取り組む県内に本社
または事業所を有する企業・団体等を「埼玉県 SDGs
パートナー」として登録する制度を創設しました。
　登録要件は大きく２つあり、
① SDGs 達成に向けた企業・団体等の取組方針を宣
言し、「環境・社会・経済」の三側面について重点的
な取組及び指標を設定
②持続可能な活動のために基本的に取り組むべき人
権・労働、組織体制など 6 分野について、企業・団体
等が取り組むことを記載
としております。
　令和3年 11月末の第 4期分までで計448者を登
録しました。第5期も100者を超える申請をいただき、
今後も年３回募集・登録を行っていきます。
　登録者には登録証を送付するとともに、県のホーム
ページでPRを行っています。また、県が低利で行う

制度融資の対象となっています。併せて、パートナー
登録者専用のロゴマークを令和3年 9月に作成しま
した。登録者が活動のPRや名刺、企業案内などに使
用することができます。（営業目的使用や商品に掲示
することはできません。）

　SDGs を学んで感じてポイント GET 
　　―― 埼玉版SDGs 推進アプリ「Ｓ3（エスキューブ）」

　さらに、全県に普及させるためには、企業・団体等
のみならず、県民一人ひとりに埼玉版SDGsに参加し
ていただきたいと考えています。
　そこで、令和3年度からは新たに「県民」を対象
とした取組も強化していくこととしました。
　具体的には、スマートフォンアプリを用いた情報発
信、学校における環境教育チラシや、イベント等にお
けるパネル展示による普及啓発などにより、広く県民
にSDGsが浸透していくよう促進していきます。
　特に、スマートフォンアプリについては、『Ｓ3（エ
スキューブ）』という名称で令和3年 11月 1日にリ
リースをしたところです。コンセプトは「SDGs を　
学んで　感じて　ポイントGET」です。

　「SDGsを学ぶ」や「SDGsクイズ」など動画やテキ
スト、クイズなどでSDGsを楽しく理解し、学べる仕
組みとなっています。また「毎日SDGsチェック」な
ど一人ひとりのSDGsに貢献する行動に応じてポイン

　終わりに

　武蔵野銀行におかれましても、令和３年９月か
ら、設定した SDGsや ESG に関連する事業挑戦目標
（SPTs）の達成に応じ融資利率が変動する融資「む
さしのサステナビリティ・リンク・ローン（むさしの
SLL）」の取り扱いを開始されています。
　SPTs の設定に当たっては、埼玉県の「地球温暖化

トが得られ、貯めたポイントでくじにチャレンジする
と賞品を獲得できる機能があります。
　多くの県民の方にダウンロードしていただき、親し
みのあるアプリにしたいと考えています。

対策計画制度」におけるCO₂排出量（削減）目標を
活用するなど、県と連携してSDGsを推進していただ
いています。
　今後もあらゆるステークホルダーとの連携により、
埼玉版SDGsの推進に向けた取組をより一層進め、ワ
ンチームとなって「日本一暮らしやすい埼玉」を実現
してまいります。

官民連携プラットフォームへの入会、SDGs パートナーへの登録、スマートフォンアプリ「エスキューブ」の
紹介などを掲載した県のホームページについては、以下の URL から御覧いただけます。
　https://www.pref.saitama.lg.jp/a0102/sdgs/saitama-sdgs.html 

ぶぎんレポートNo.263　2022年 3月号18



社内の業務風景

　SDGs プレイヤーの証 
　　――「埼玉県 SDGs パートナー」登録制度

　併せて、SDGsを広めるために SDGsを実践するプ
レイヤーを増やすことが必要です。
　令和2年 11月に自ら SDGsに取り組む県内に本社
または事業所を有する企業・団体等を「埼玉県 SDGs
パートナー」として登録する制度を創設しました。
　登録要件は大きく２つあり、
① SDGs 達成に向けた企業・団体等の取組方針を宣
言し、「環境・社会・経済」の三側面について重点的
な取組及び指標を設定
②持続可能な活動のために基本的に取り組むべき人
権・労働、組織体制など 6 分野について、企業・団体
等が取り組むことを記載
としております。
　令和3年 11月末の第 4期分までで計448者を登
録しました。第5期も100者を超える申請をいただき、
今後も年３回募集・登録を行っていきます。
　登録者には登録証を送付するとともに、県のホーム
ページでPRを行っています。また、県が低利で行う

制度融資の対象となっています。併せて、パートナー
登録者専用のロゴマークを令和3年 9月に作成しま
した。登録者が活動のPRや名刺、企業案内などに使
用することができます。（営業目的使用や商品に掲示
することはできません。）

　SDGs を学んで感じてポイント GET 
　　―― 埼玉版SDGs 推進アプリ「Ｓ3（エスキューブ）」

　さらに、全県に普及させるためには、企業・団体等
のみならず、県民一人ひとりに埼玉版SDGsに参加し
ていただきたいと考えています。
　そこで、令和3年度からは新たに「県民」を対象
とした取組も強化していくこととしました。
　具体的には、スマートフォンアプリを用いた情報発
信、学校における環境教育チラシや、イベント等にお
けるパネル展示による普及啓発などにより、広く県民
にSDGsが浸透していくよう促進していきます。
　特に、スマートフォンアプリについては、『Ｓ3（エ
スキューブ）』という名称で令和3年 11月 1日にリ
リースをしたところです。コンセプトは「SDGs を　
学んで　感じて　ポイントGET」です。

　「SDGsを学ぶ」や「SDGsクイズ」など動画やテキ
スト、クイズなどでSDGsを楽しく理解し、学べる仕
組みとなっています。また「毎日SDGsチェック」な
ど一人ひとりのSDGsに貢献する行動に応じてポイン

　終わりに

　武蔵野銀行におかれましても、令和３年９月か
ら、設定した SDGsや ESG に関連する事業挑戦目標
（SPTs）の達成に応じ融資利率が変動する融資「む
さしのサステナビリティ・リンク・ローン（むさしの
SLL）」の取り扱いを開始されています。
　SPTs の設定に当たっては、埼玉県の「地球温暖化

トが得られ、貯めたポイントでくじにチャレンジする
と賞品を獲得できる機能があります。
　多くの県民の方にダウンロードしていただき、親し
みのあるアプリにしたいと考えています。

対策計画制度」におけるCO₂排出量（削減）目標を
活用するなど、県と連携してSDGsを推進していただ
いています。
　今後もあらゆるステークホルダーとの連携により、
埼玉版SDGsの推進に向けた取組をより一層進め、ワ
ンチームとなって「日本一暮らしやすい埼玉」を実現
してまいります。

官民連携プラットフォームへの入会、SDGs パートナーへの登録、スマートフォンアプリ「エスキューブ」の
紹介などを掲載した県のホームページについては、以下の URL から御覧いただけます。
　https://www.pref.saitama.lg.jp/a0102/sdgs/saitama-sdgs.html 

ぶぎんレポートNo.263　2022年 3月号 19


